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海底熱水鉱床開発に関する総合評価を実施しました 

 

JOGMEC（本部：東京都港区、理事長：細野 哲弘）は、経済産業省の委託を受け、海底熱水鉱床開発

に関するこれまでの取り組みについて技術的な評価を行い、解決すべき課題を整理するとともに、現時点

での海底熱水鉱床開発の経済性を検討する総合評価を実施しました。 

 

JOGMECは、経済産業省の委託を受け、国で定めた「海洋基本計画」や「海洋エネルギー・鉱物資源開

発計画」に基づき、海底熱水鉱床の開発に向けて、平成 20 年度より、資源量評価、採鉱・揚鉱技術、選

鉱・製錬技術、環境影響評価の各分野で取り組みを実施してきました。その結果、これまでに沖縄海域

Hakurei サイトで 740 万トン、伊豆・小笠原海域白嶺鉱床で 10 万トンの資源量を確認し、沖縄海域では更

に複数の有望な新鉱床を発見しています。また、平成 29 年度には採鉱・揚鉱パイロット試験（揚鉱試験）

に世界で初めて成功し、本年度には海底熱水鉱床の鉱石から亜鉛地金の製造に成功するなど、環境影

響に関する取り組みと合わせて、要素技術の確立を着実に進めてきました。 

 

海底熱水鉱床については、平成 25 年に改定した「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」の中で、平成

30 年度に経済性の検討を実施することが計画されました。また、本年 5 月に閣議決定された第 3 期海洋

基本計画においても、「平成 30 年度以降の取組について、国際ルールの策定作業の進捗や経済性・市

況等の外的要因も考慮に入れた総合的な検証・評価を行い、「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」を改

訂して明らかにする」ことが示されています。 

 

これらの国の方針を受け、JOGMEC では、資源量評価、採鉱・揚鉱技術、選鉱・製錬技術、環境影響評

価の各分野において、開発計画の第 2期（平成 25年度～平成 30年度）として、これまでの取り組みの実

績と成果をまとめ、それに対する技術的な評価と解決すべき課題の整理を行いました。併せて、これまで

の実績も踏まえ、現時点で想定される商業化イメージに基づき、海底熱水鉱床の開発における経済性の

検討も実施し、今後の提言を含めて総合評価報告書として取りまとめました。 

 

今後、本総合評価の結果も踏まえて「海洋エネルギー・鉱物資源開発計画」が改訂され、海底熱水鉱

床の今後の取り組みに関する方向性や具体的な計画が示される予定です。 

JOGMEC では、引き続き海底熱水鉱床開発の実現に向けて、着実に取り組みを進めてまいります。 

 

総合評価の結果の概要は、「海底熱水鉱床開発総合評価結果要旨」をご覧ください。 

 

総合評価報告書は現在準備中です。完成出来次第、本ページを更新して掲載いたします。 



 

本件につきましては、以下のとおり、経済産業省のホームページでも公表されておりますので、お知ら

せいたします。 

海底熱水鉱床開発に関する総合評価を実施しました（経済産業省） 

（URL）http://www.meti.go.jp/press/2018/10/20181031002/20181031002.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採鉱・揚鉱パイロット試験（揚鉱試験）の概念図 

 

 

 

 

 

 

国内製錬所で製造した亜鉛地金 

 

参考1：海洋基本計画 

海洋基本法（平成 19年法律第 33 号）に基づき策定された政府の海洋に関する施策の基本的な計画。 

＜第 3 期海洋基本計画＞（平成 30 年 5月 15 日閣議決定） 

（URL）http://www8.cao.go.jp/ocean/policies/plan/plan03/plan03.html 

 

参考2：海洋エネルギー・鉱物資源開発計画 

海洋基本計画に基づき、メタンハイドレート、海底熱水鉱床、レアアース堆積物等の開発に向けた探査・技術

開発に係る道筋（ロードマップ）等を示したもの。 

＜第 2 期海洋エネルギー・鉱物資源開発計画＞（平成 25 年 12 月 24 日経済産業省策定） 

（URL）http://www.enecho.meti.go.jp/category/resources_and_fuel/strategy/001.html 
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参考3：平成29年9月26日付JOGMECニュースリリース「世界で初めて海底熱水鉱床の連続揚鉱に成功しまし

た－沖縄近海で海底熱水鉱床の採鉱・揚鉱パイロット試験を実施－」 

（URL）http://www.jogmec.go.jp/news/release/news_06_000315.html 

 

参考4：平成30年10月10日付JOGMECニュースリリース「海底熱水鉱床の鉱石から亜鉛地金の製造に成功」 

（URL）http://www.jogmec.go.jp/news/release/news_10_000269.html 

http://www.jogmec.go.jp/news/release/news_06_000315.html
http://www.jogmec.go.jp/news/release/news_10_000269.html

